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(
こ
こ
を

ど

じ

て

く

だ

さ

い

)

ぜ

O 

4‘J 

グ
山
・
海
の
幸
H

展
示
即
売

市
内
で
生
産
さ
れ
る
レ
タ
ス
、
イ

チ
ゴ
、
み
か
ん
、
シ
イ
タ
ケ
、
ブ
ロ

イ
ラ
ー
、
卵
、
牛
乳
、
苗
木
な
ど
山

の
幸
、
ノ
リ
、
ワ
カ
メ

な
ど
海
の
幸

約
二
百
五
十
点
が
市
民
会
館
二
階
ホ

ー
ル
に
持
込
ま
れ
、
各
生
産
者
の
汗

と
努
力
に
こ
た
え
る
か
の
よ
う
に
展

示
場

一
ぱ
い
、
新
鮮
な
香
り
を
た
だ

よ
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
展
示
会
は
、
毎
年
二
月
、
市

と
各
生
産
機
関
と
の
共
催
で
催
さ
れ

る
も
の
で
、
乙

の
日
を
ま

っ
て
い
た

多
数
の
市
民
が
来
場
、

飛
ぶ
よ
う
に

売
り
さ
ば
か
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
乙
の
催
し
が
終
れ
ば
、
春

の
足
音
が
聞
か
れ
る
昨
今
で
す
。

rIlIIIUIIU!IIIIIIIIIIIIIIIII!IIIIIIIIIIIIIIIIIIfIIIIIIIIfIUlIIIIII!IIIIIII!lIIIIIIIIIIIIIIII!lIII!lIIIIII/UIIIIUlIlIllIIlIlII1II1111l!lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111II1II1I1I11U 
毎月 3回1日・10日・20日発行定価1部5円



りおおむ市政だより昭和46年3月1日

大
村
市
立
図
書
ム
佳
作
五
点

館
で
は
、
昨
年
に
「
小
さ
な
魚
」
を
読
ん
で

引
き
続
き
、
芳
二
玖
島
中
学
一
年
永
野

田
読
書
感
想
文
の
「
大
地
」
を
読
ん
で

募
集
を
お
こ
な
い

郡
中
学
三
年
清
水
和
宏

ん
十
八
点
の
応
募
「
わ
れ
ら
の
村
が
し
ず
む
」
を
読

全

国

一

せ

い

に

春

の

火

災

予

防

①

火

災

発

生

の

も

っ

と

も

多

い

の

な

か

か

ら

審

査

ん

で

運

動

が

お

こ

な

わ

れ

て

い

ま

す

。

原

因

は

た

ば

こ

の

投

げ

捨

や

、

寝

し

た

結

果

、

次

の

西

大

村

中

学

三

年

中

村

邦

男

ち

ょ

っ

と

し

た

不

注

意

が

思

わ

た

ば

こ

と

い

わ

れ

ま

す

。

お

互

い

通

り

入

選

作

品

が

「

高

瀬

舟

」

を

読

ん

で

ぬ

大

き

な

災

害

に

つ

な

が

り

ま

す

に

注

意

し

合

い

ま

し

ょ

う

。

決

ま

り

ま

し

た

。

大

村

高

校

一

年

守

屋

美

穂

貴
重
な
生
命
叱
財
産
を

守

る

た

め

@

火

災

の

起

っ

た

場

合

を

考

え

ム

最

優

秀

賞

一

点

「

ア

ン

ナ

・

カ

レ

1
ニ
ナ
」
を
読

に

、

日

ご

ろ

か

ら

火

の

取

り

あ

っ

最

も

安

全

な

避

難

場

所

を

考

え

て

「

女

の

一

生

」

を

読

ん

で

ん

で

一

般

古

賀

キ

ミ

か

い

は

生

活

の

習

慣

と

し

て

十

分

お

く

こ

と

は

い

う

ま

で

も

あ

り

ま

一

般

田

口

幸

恵

ム

努

力

賞

二

点

注

意

す

る

よ

う

に

身

に

つ

け

て

お

せ

ん

。

そ

の

際

、

貴

重

品

は

い

つ

ム

優

秀

賞

二

点

「

放

浪

記

」

を

読

ん

で

き

ま

し

ょ

う

。

で

も

、

取

出

せ

る

場

所

を

家

族

み

「

狭

き

門

」

を

読

ん

で

園

芸

高

校

二

年

与

崎

正

和

①

ま

ず

、

火

を

使

う

た

め

の

器

ん

な

で

、

知

っ

て

お

き

ま

し

ょ

う

大

村

高

校

一

年

馬

場

敏

紀

「

花

の

き

村

と

盗

人

た

ち

」

を

読

具

は

、

安

全

で

あ

る

か

、

十

分

た

①

最

悪

の

場

合

を

考

え

て

、

子

「

地

獄

変

」
を

読

ん

で

ん

で

し
か
め
る
こ
と
で
す
。
供
や
老
人
、
病
人
が
‘
た
や
す
く

、

西
大
村
中
学
二
年
梅
本
誠
西
大
村
中
学
三
年
喜
多
ひ
ろ
子

宅

通

学

)

四

千

円

以

内

市

民

税

の

申

告

は

3
月

刊

日

ま

で

ム

3
月
日
日
日
竹
松
、
西
大
村
、
期
間
二
月
二
十
二
日
か
ら
三
月

た
だ
し
、
日
本
育
英
会
特
別
奨
割
引
F
Z
Z
F
-
H
E
P
-

本

庁

二

十

五

日

ま

で

学

金

の

貸

与

を

〉

つ

け

た

場

合

は

辞

会

場

は

各

地

区

、

そ

れ

ぞ

れ

の

出

引

揚

者

特

別

交

付

金

の

退

扱

い

と

し

、

ま

た

同

会

一

般

奨

張

所

、

本

庁

地
区
は
市
役
所
で

す

請

求

は

早

め

に

学

金

の

貸

与

を

う

け

た

場

合

は

差

外

地

か

ら

引

揚

げ

た

方

に

特

別

額

貸

与

と

す

る

。

交

付

金

が

支

給

さ

れ

る

こ

と

に

な

企

特

殊

事

情

奨

学

生

生

計

中

心

り

、

昭

和

四

十

二

年

十

一

月

か

ら

者

の

死

亡

な

ら

び

に

不

慮

災

害

等

請

求

を

受

付

け

て

い

ま

す

。

請

求

の

持

殊

事

情

に

よ

り

、

奨

学

金

の

期

限

は

本

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

貸

与

を

特

に

必

要

と

す

る

も

の

。

と

な

っ

て

い

ま

す

。

期

間

延

長

は

(

こ

の

場

合

は

随

時

受

付

る

)

絶

対

に

あ

り

ま

せ

ん

の

で

終

戦

ま

A
手

続

教

育

委

員

会

庶

務

課

に

で

に

一

年

以

上

外

地

に

お

ら

れ

た

方
で
ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
方
は

出
願
書
類
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
社
会

課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

(2) 

不
注
意
か
ら
大
火
を
招
く

家
族
み
ん
な
で
安
全
確
認

一一
A
募
集
期
間
二
月
二

一
日
付
十
日
か
ら
四
月
二
十
日

度

生

ま

で

。

年

学

企

応

募

資

格

昭

和

四

判
奨
十
六
年
春
、
大
学
(
短

n

H

h
主

手
小
ぷ
ョ
大
を
除
く
)
に
入
学
し

昭

英
4

育
た
も
の
、
な
ら
び
に
現

一
県
在
大
学
在
学
中
の
も
の

「
l

一A
申
込
先
教
育
委
員

会
庶
務
課

企
貸
与
金
額
(
月
額
)
大
学
所
在

地
(
六
大
都
市
)
七
千
円
以
内

(
そ
の
他
の
県
)
六
千
円
以
内

(
県
内
)
五
千
五
百
円
以
内
(
自

(一

避
難
で
き
る
場
所
を
寝
所
に
選
ん

で
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
外
出
や
寝
る
と
き
は
、
火
の

気
に
十
分
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、

日
ご
ろ
か
ら
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

こ
と
で
す
が
、
と
か
く
忘
れ
が
ち

に
な
る
も
の
で
す
。

な
お
、
三
月
七
日
午
前
八
時
に
、

消
防
演
習
召
集
の
サ
イ
レ
ン
を
吹

鳴
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

読書感想文の

入選者きまる

申
告
指
定
日
の
ご
利
用
を

市
県
民
税
の
申
告
用
紙
は
と
ど

き
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
申
告
期

限
は

3
月
日
日
ま
で
で
す
が
申
告

の
時
の
混
雑
を
さ
け
る
た
め
、
ご

家
庭
に
お
送
り
し
ま
し
た
申
告
書

の
受
領
書
ら
ん
に
記
載
し
て
あ
る

指
定
日
の
も
よ
り
の
会
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
各
会
場
で
課
税
課

職
員
が
お
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
日
程
は
次
の
と
お
り
で

す。

， 
1陸 一

ム
3
月
8
日
H

一
二
浦
、
鈴
田
、
本
庁

ム
3
月
9
日
日
萱
瀬
、
西
大
村
、

本
庁

ム
3
月
日
日
日
福
重
、
西
大
村
、

本
庁

ム
3
月
日
目
H
松
原
、
西
大
村
、

本
庁

ム
3
月
日
日
日
竹
松
、
西
大
村
、

本
庁

ム
3
月
四
回
日
竹
松
、
西
大
村
、

本
庁

交
通
制
限
県
道
嬉
野
大
村
線

道
路
、
橋
り
ょ
う
架
替
工
事
の
た

め
、
つ
ぎ
の
、
と
お
り
交
通
制
限
を

L
ま
す
。

区
間
大
村
市
市
道
久
津
五
ノ
郷

終
点
か
ら
五
ノ
郷
六
家
宗
ま
で

の
間

禁
止
及
び
制
限
全
車
種
交
通
止

但
し
全
車
両
の
う
回
路
は
あ
り

ま
す
。

4 

亨

ガ
ー
ル
・
ス
カ
ウ
ト

を
募
集

ガ
ー
ル
・
ス
カ
ウ
ト
は
、
週
一

回
規
律
あ
る
訓
練
を
し
て
、
健
康

な
心
と
体
を
養
い
、
立
派
な
社
会

人
と
な
る
た
め
の
活
動
を
お
こ
な

う
も
の
で
す
。

ご
希
望
の
万
は
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

ム
対
象
及
び
人
昌

ガ
ー
ル
・
ス
カ
ウ
ト
十
名

四
月
か
ら
五
年
、
六
年
に
進
級
す

る
少
女

ム
レ
ン
ジ
ャ

l

十
名

十
八
才
か
ら
二
十
二
才
の
女
性

ム
締
切
三
月
二
十
日

、、
J 

F司t
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欄

一

一一
蹴

一

向

一

搬

一

ん
を
か
わ
し
た
り
し
て
、
お
と
し
一

よ
り
や
子
ど
も
た
ち
に
喜
ば
れ
て

一

お

り

ま

す

。

一

教
養
活
動
で
は
、
婦
人
学
級
、
支

一

部
活
動
、
グ
ル
ー
プ
活
動
と
十
四

一

グ
ル

ー
プ
、
の
参
加
人
員
二
百
四
F

名
が
、
生
活
の
知
恵
を
養
う
た
め

一

各
種
の
学
習
活
動
を
実
施
し
て
い
一

ま
す
。
な
か
で
も
研
修
旅
行
に
は
一

た
く
さ
ん
の
会
員
が
参
加
し、

視

一

野
を
広
め
る
と
と
も
に
会
員
相
互

一

の
親
ぼ
く
を
深
め
て
い
ま
す
。
一

会
員
数

七
百
三
十
名

一

支
部
数

十

一

一

会

長

橋

本

は

ぎ

の

一

三
域
小
学
校
に
集
合
し
現
地
で

司

行
な
い
ま
す
。

一

回
入
札
の
日
時
及
び
場
所

一

三
月
十
五
日
午
前
十
一
時
か
ら

-

十

一
時
三
十
分
ま
で

一

市
役
所
芳
二
会
議
室

一

回
入
札
保
証
金
、
入
札
見
積
額
の

一

百
分
の
五
以
上
の
現
金

一

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
財
一

政
課
管
財
係
に
間
合
わ
せ
く
だ
さ

-

い。

』

一

訂

正

二
月
二
十
日
号
で
お
知

一

ら
せ
し
ま
し
た
固
定
資
産
課
税
台

一

帳
の
縦
覧
期
間
で
昭
和
四
十
五
年

一

と
，あ
る
の
は
昭
和
四
十
六
年
の
誤

一

り
で
す
。
訂
正
し
て
、
お
わ
び
い

一

た
し
ま
す
。

一

1
老
人
同
志
で
笑
い
と
融
和
|
|
一
一

-

=

昭
和
二
十
二
年
四
月
誕
生
い
た

「
l
l
!
ク

ラ

ブ

を

作

っ

て

話

し

あ

い

!

こ

し

ま
し
た
。
以
来
か
ず
か
ず
の
婦

一
人
会
活
動
が
活
発
に
続
け
ら
れ
て

-
き
ま
し
た
が
、
二
十
三
年
間
、
い

き
が
い
の
あ
る
余
生
を
お
く
'

園一
ま
だ
に
実
施
し
て
い
る
も
の
が
二

ふ
う
を
す
る
楽
し
い
仲
間
の
集
ま
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
一つ

、
三
城

り

で

す

。

一

小

学

校
の
運
動
会
場
の
売
居
や
プ

ま
だ
老
人
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
て
一
ロ

グ
ラ
ム
へ
の
仲
間
入
り
で
す
。

一
競
技
に
マ
ス
ゲ
ー
ム
に
、
秋
空
の

い
な
い
と
こ
ろ
は
、
な
る
べ
く
早

一
も
と

一
日
中
子
ど
も
た
ち
と
一

緒

く
結
成
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
い

一
に
な
っ
て
若
い
か
え
っ
て
い
ま
す
。

た

し

ま

す

。

一

も

う

一

つ

は

子

ど

も

の
家
や
清

こ
一

和
園
の
慰
問
で
す
。
さ
さ
や
か
な

く
わ
し
い
こ
と
は
福
祉
事
務
所
}

U
-
が
ら
心
を
こ
め
た
お
み
や
げ
持
参

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

H

一
で
手
踊
り
な
ど
ひ
露
し
、
こ
ん
だ

ム
舞
踊
の
部
三
浦
青
年
団

ム
演
劇
の
部
三
浦
青
年
団

ム
歌
合
戦
の
部
福
重
青
年
団

ム
ポ

ス
タ
ー
の
部

田
中
英
雄

(萱
瀬
)

昭和46年3月1日

市
内
青
年
団
の
文
化
祭

二
月
十
四
日
市
民
会
館
で
大
村

市
青
年
団
の
文
佑
祭
を
開
き
ま
し

た
。
こ
の
文
化
祭
は
、
郷
土
大
村

に
残
る
青
年
が
、
親
ぼ
く
、
研
さ

ん
に
務
め
、
ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
、

奉
仕
活
動
に
手
を
と
り
な
が
ら
青

年
活
動
を
続
け
て
い
る
中
で
、
文

化
活
動
の

一
端
を
発
表
す
る
恒
例

の
行
事
で
す
。
今
回
は
、
子
ど
も

の
家
の
よ
い
子
た
ち
を
招
き
、
お

兄
さ
ん
‘
お
姉
さ
ん
の
演
技
に
拍

手
を
送
る
ほ
ほ
え
ま
し
い
風
景
も

み
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

献
血
運

動
も
合
わ
せ
て
行
な
い
ま
し
た。

会
場
に
は
一
、
三

O
O名
の
市
民

が
つ
め
か
け
盛
会
の
う
ち
に
終
り

ま
し
た
。
各
部
門
の
主
な
成
積
は

次
の
と
お
り
で
す
。

マ
意
見
発
表
の
部

(
鈴
田
青
年
団
)

市
の
不
用
建
物
を
公
売

付
公
売
物
件

ィ
、
所
在
地

大
村
市
東
三
城
町
一

七
番
地

ロ、

建
物

旧
三
域
小
学
校
校
舎
及
び
便
所

ハ
、
構
造
木
造
瓦
葺
平
家
建

ニ、

数
量
五
六
八
平
方
米

(約

一
七
一

坪
)

同
公
売
方
法
一
般
競
争
入
札

国
現
地
説
明
三
月
十
五
日
午
前

九
時
か
ら
十
時
ま
で

朝
長
和
敏

三城

婦人会 (4)

りおおむ

現
在
市
内
に
は
六
十
才
以
上
の

老
人
が
約
六
千
六
百
人
お
ら
れ
ま

す
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
約

二
千
八
百
人
(
老
人
ク
ラ
ブ
の
数

は
五
十
三
)
あ
り
、
ま
だ
多
数
の

方
が
未
加
入
の
実
情
で
す
.

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
老
人
の
皆
さ
ん

が
ひ
と
り
で
気
を
も
む
よ
う
な
こ

と
を
せ
ず
、
老
人
同
志
で
話
し
合

い
、
相
談
し
合
っ
て
協
力
し
て
生

市政だより(3) 
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《¥
て B カの後①の
い C 月、ー経あ
な G を麻カ口る
い 接経 し月 生も
も 種過んをボの
の後しワ経リ
。一て ク過オ
カし、チしワ
月なンてク
をい接い チ
経も種なン
過の後い投
し、ーも 与

清
和
国
ヘ
寄
付

ム
松
並
町
後
藤
英
夫
、
雑
誌
七

十
冊

ム
本
町
大
市
通
り
原
田
、
餅
七

キ
ロ
、

ム
鈴
田
老
人
ク
ラ
ブ
、
餅
七
キ

ロ

公

営

住

宅

の

建

設

に

つ

い

て

は

及

び

新

聞

等

で

周

知

し

て

お

り

ま

み
か
ん
十
九
キ
ロ

、

国
の
補
助
を
得
て
、
毎
年
約
七
十
す
。

一
'
f

一
マ
該
当
者
生
後

ム
西
大
村
婦
人
会
、
三
千
円
、
，

戸
平
均
建
設
し
て
お
り
ま
す

.

m
補
充
入
居
の
申
込
み

一
-
u
-

一

六

カ

月

か

ら

二

十

ム

松

原

婦

人

会

、

三

千

円

、

お

こ

住
宅
の
管
理
一
戸
数
も
、
県
営
、
市
既
設
住
宅
の
入
居
に

つ
い
て
は
、

-在

J
J
四
カ
月
の
者
、

又

し
四
キ
ロ

営
合
わ
せ
て
約
千
戸
に
な
り
ま
し
現
在
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
人
か

接

ま

一
は
ま
だ

一
団

長

ム

大

村

農
協
、
雑

誌

二

冊

た

当

市

の

住

宅

建

設

状

況

は

他

市

転

勤

等

で

住

宅

を

退

去

す

る

際

に

一
防

い

一

種

が

済

ん

で

い

な

ム

N
H
K
長
崎
、
佐

世

保

放

送

局

に

く

ら

べ

て

、
良
好
で
住
宅
難
の
補
充
入
居
さ
せ
る
も
の
で
す
。

一
存
』
一
宮
1
6

一

い

も

の

。

県

共

同

募

金

会

、

六

千
二
百

円

解

消

に

努

め

て

お

り

ま

す

。

既

設

住

宅

の

申

込

み

に

つ

い

て

は

一
小

ノ

コ

一

マ

禁

忌

者

ム

中

央

婦

人

会

、

六

千

円

。

住

宅

の

入

居

申

込

み

手

続

き

常

時

市

役

所

市

民

課

又

は

各

出

張

一

μ
口

一
①
著
し
い
栄
養
障

ム

松

原

老

人

ク

ラ

ブ

、
み
か
ん
八

ω新
築

住

宅

の

入

居

申

込

み

所

に

お
い
て
、

受
付
け
て
お
り
ま

豆
、
不
一

害
者
、
ま
ん
え

ん

十

三

キ

ロ

、

餅

十

九

キ

ロ

、
雑

毎

年

度

ご

と

に

建

設

し
て
お
り
、
す
の
で
、
希
望
者
は
お
申
込
く
だ

雄

壮

一

性

の

皮

ふ

病

患

者

誌

十
四
冊
、
フ
ン
ド
シ
十
枚
、

入
居
募
集
は
、
建
設
戸
数
を
、

一

さ

い
.

一
重
症
熱
患
者

、

け

カ

レ

ン

ダ

ー

一

枚

、

演

芸

定

の

受

付

期

間

を

設

け

て

、
公
募
な
お
住
宅
申
込
み
書
は
市
民
課
及

い
れ
ん
(
ひ
き
つ
け
)
の
既
往
症

ム
妙
宣
寺
立
正
婦
人
会
、

餅
十

五

し

ま

す

。

そ

の

際
は
市
政
だ
よ

り

ぴ

各

出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

ご

寄

付

あ

り

が

と

う

一話
一
閃

日

泊

目

一
部

旧

日

釘

一
見

出

問

日

一
回

目

日

制

一
ハU

円i
n
t
q
u

一
円I
E
d
n
U
ロυ
一a
生

qυ

。
品
目
υ

一n
h
v
q
υ
n
U
R
υ

ご
ざ
い
ま
し
た

=E
H
川
川
川
日
凶
川
也
川
川
川
げ
ら
比
比
川

O
諏
訪
郷
の
出
口
雅
経
さ
ん
は
亡

医
一

τ一宮
間
喜
界
畑
一問問問皇
官
民

子
、
博
輝
さ
ん
の
忌
明

に

当

り

県

番

一
一
一
上
小
木
中
本
一
野
整
産

川

一
尾
外
長

利

一
躍
回
尾
辺

立
養
護
学
校
へ
金

一
封

を

当

一

一

一

五

訓

楠

田

桝

一

南

開

陳

町

一

松

一

隅

朝

毛

一

郎

海

琴

渡

日
刊
日
目
昨
日

曜E
利
配
到

L
引
司
周
到
引
む

一
一ヨ
u

A
ノ

一

タ

ノ

E
一

指

一

タ

即

当
り
、一

般

社

会

福

祉

事

業

費

と

一

一

民

婦

一

形

婦

]

産

一形

割

し
て
金
一

封
を

一

五

小

眼

内

産

一内

整

産

小

一内

外

か

内

一
整

耳

内

外

O
水
主
町
の
晦
日
武
二
さ
ん
は
、

地
一郷

町

場
郷
一
城
場
町
郷
一
町
町
町
郷
一
町
り
腕
郷

亡
母
ク
マ
さ
ん
の
忌
明
に
当
り
、

在
一部

本

馬

口

一
三

馬
並
同
一
島
本

田
ノ

一
本
通
ヨ
ノ

一
般
社
会
福
祉
事
業
費
と
し
て
、

団
同
」
凍
γ

院
医
四
陣
同
省
」
臥
同
位
卜
|
東
駅
四
十
十

日

一

月

日

一

日

一

日

一

日

金

一
封
を

g

月十

3

7

一

日

一

紅

一

(4) りおおむ市政だより

種痘接種目程表

実施場所 接 種 |検診
竹松本町公民館 3月9日3月16日
諏訪公民館
市役所

3月17日一 浦診療所 3月10日
鈴田出張所
訟原出張所 3月11日3月18日
福重出張所

市立病院 3月12日3月19日
萱瀬出張所

※
時
間
は
い
ず
れ
も
M
時
1
日
時

O
杭
出
津
住
宅
四
区
の
江
崎
隆
さ

ん
は
、
亡
祖
母
ツ
ヤ
さ
ん
の
忌
明

に
当
り
老
人
ホ

l
ム
「
清
和
圏
」

へ
金

一
封
を

O
岳
ノ
木
場
の
清
正
公
さ
ん
よ
り

一
般
社
会
福
祉
事
業
費
と
し
て
金

一
封
を

O
山
石
松
郷
の
松
尾

一
枝
さ
ん
は
亡

父
、
長
作
さ
ん
の
忌
明
に
当
り

一

般
社
会
福
祉
事
業
費
と
し
て
金

一

封
をそ
れ
ぞ
れ
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
。

キ
ロ
、
み
か
ん
三
十
キ
ロ

ム
原
口
郷

内

田
久
士
、
う
ど
ん

三
十
五
玉
、
ま
ん
じ
ゅ
う
七
十

個
ム
水
因
子
供
会
千
四
、
餅

一
・

五
キ
ロ

ム
本
経
寺
、

餅
四
十
八
キ
ロ
、
み

か
ん
十
九
キ
ロ

ム
原
口
郷
村
井
芳
作
外
四
名
、

演
芸
、
菓
子
五
キ
ロ

ム
片
町
川
崎
卓

一
、
千
円

A
抗
出
津
住
宅
三
区
井
原
幸
子

餅
四
キ

ロ、

味
の
素

一
キ
ロ
か

ん、

菓
子
二
キ
ロ

ム
水
田
老
人
ク
ラ
ブ
、
チ
リ
紙
二

締
、
タ
オ
ル
三
十
八
枚

市

営

ア

パ

ー

ト

の

入

居

者

を

募

集

マ
第
二
種
中
層
耐
火
構
造
四
階
建

三
十
二
一戸

マ
間
ど
り
及
び
設
備

六
帖
二
間
・
シ
ャ
ワ
ー
室
・
台
所

物
置

・
水
洗
便
所

・
都
市
ガ
ス

マ
家
賃
四
千
五
百
円
(
程
度
)

マ
敷
金
'
家
賃
の
三
カ
月
分

マ
公
募
期
間

二
月
二
十
六
日
i
三
月
八
日
迄

マ
申
込
場
所

市
民
課
ま
た
は
各
出
張
所

マ
抽
選
日
及
び
場
所

三
月
十
一
日
午
前
九
時

大
村
市
役
所
矛
ニ
会
議
室

ム
入
居
予
定
四
月
一
日

。
く
わ
し
い
こ
と
は
市
政
だ
よ
り

二
月
十
日
号
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

J a 

公

営

住

宅

の

申

込

み

か

た

の 日3月

、

t・
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